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    さわやか 16 期 OB 2 年生  ♪  ♬ 
 
               SPRING  HAS    COME !! 
   

平成 29 年度 第 16 期生会第 2 回総会 無事終了！！ 
日時 4 月 18 日（火）10：30～ 
場所 大黒屋（5F）「会議室」 
参加者 28 名 
懇親会 会員の笑顔満開 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       平成 29 年 ≪雨の桜見物≫ 
 
    昨年３月さわやか大学卒業後、4 班としての最初の班活動«熊本城の桜花見» 
   から、はや 1 年が過ぎました。私は手帳その他に日誌のようなものを記録して 
   忘れっぽくなった日常を見直すことができるようにしておりますが、さわやか大
学入校後の 2 年間は記録が少ない割に、場面ごとの記憶は鮮明に残っております。本会
報をごらんの皆様は、いかがでしょうか・・・。 
 さて、今年の 4 月は皆様ご記憶のとおり、3 月末までの異常な寒さにより桜をはじめ
自然界は大混乱でした。3 月 30 日に予定されていた桜ツアーも「桜開花せず」の報に
早々に頓挫し、ようやく 4 月 10 日に 7 名でチェリーライン（湯の児）に出かけました。 

夜半から降り続く雨の中、ハーモニーホールを賑やかに出発したものの好転の気配も
なく、満開の桜の中を車で往復し、時たま窓を開けて薄いピンクのきれいな桜を眺めな
がら「・・・天気がよければ、海と空の青さに映える桜が・・・」と、洩らしながら、
福田農場で休憩し、本日の昼食会場である湯の鶴温泉「つるのや」に向かいました。 
 主菜をそれぞれオーダーして、美味な野菜中心の豊富な品揃えのバイキングと、ウイ
ークデイでゆったりした席の中、時間も忘れて積もる話にも花が咲きました。降る雨と
散る桜を瀟洒な窓から愛でながら全員満足して帰途に着きました。 
大石さん、雨の中運転大変お疲れ様でした。         文責者 今崎聰 

1,2 班合同花見 
 

 今年ほど「桜の開花」が例年通りではなかったのは珍しかったのではないでしょうか。 
東京が一番に開花し、鹿児島はかなり遅いという予想もしない結果です。そんな中、 
4 月 1 日（土）遥拝神社にて 1,2 班一緒にお花見が行われました。合同とは名ばかりで
1 班に 2 班が入れて頂いたというのが実情です。お弁当や飲み物の準備や敷物まですべ
て 1 班のみなさんに甘えてしまいました。 
午前 11 時頃に同じお弁当を広げお花見の宴が始まりました。その時間には残念なが

ら桜は 3,4 分咲きというところでしょうか。でも花より団子で楽しく食べ、笑ったりお
喋りしたりの時間です。アルコールあり手作りのデザートにレギュラーコーヒーまであ
り至れり尽くせりです。何もかもおいしくて食べ過ぎてしまいました。 
他にも年配の 2 グループの人達が同じようにお花見の宴を楽しんでいらっしゃいまし

た。お花見には絶好の場所です。 
確か数日までは寒い日が続いていたと思います。でも、この日はとてもいいお天気に

なり気温も上がり、お花見には絶好の状況になりました。きっと日頃の行いがいい人達
ばかりの集まりなのでしょう。 
午後 2 時頃ふと桜の木に目をやると、午前中とは違いかなり開いていることに気がつ

きました。数時間しか経過していないのに、こんなに気温やお天気に敏感に反応するの
だと驚きました。おかげで、さらにいいお花見となりました。車座になりお弁当に舌鼓
をうち時間を共有するのは気分のいいものです。楽しいお花見ができたことに感謝です。 

1 班の皆さん本当に有難う御座いました。今度は 16 期生会全員でできればと思いまし
た。                      文責者   江藤洋子      

 
 

 4 月 1 日晴れ。前日までの肌寒い雨も上がり絶好の 
花見日和。目的地である遥拝神社の境内では桜の花も 
二、三分咲きであろうか。有難いことに「さわ大 16 期 
1,2 班」と、いち早く場所も確保されている。早朝から 
の場所取りなど、仲間同士の阿吽の呼吸が陽気と共に 
心地よさを増してくれた。 
 会員 14 名参加。正午過ぎ開宴。せっかくの花見も 
お茶けで乾杯とは物足りないが、そこは、話題豊富な 
女性陣がカバーしながら、ちょっと地味ではあるがお弁当を食べ終わるころには、笑顔
で満開気分を味わえた。 
 境内を見渡すと、同年代の花見客が多く、時には挨拶を交わし合う等の交流も見られ、
和やかな雰囲気の中、気づくと辺りの景色も心なしかピンクの色濃さが増した感さえし
た。不思議なことに〆のご挨拶をされる 1 班班長さんのお顔まで桜色に見えてしまうほ
ど。ほんわか、気持ちまでも春一色に包まれた一日でした。皆さん お疲れ様でした。 
後記  神わざ？ それと温かい言葉に感動 
 会報発刊についてのアンケート調査協力有難う御座いました。その結果、発刊継続は総会時に発表済

みです。その後の詳しい集計結果として、「発刊の間隔は」の問いに、月刊、隔月刊、季刊と均等割り

の数字にただの偶然とは思えず、会員各位の会報への深い思い、関心に改めて感謝し、数々の温かい言

葉とも重ね合わせ感動致しました。会長さんと話し合い「月刊」と決めつつも、諸事情が生じた場合、

隔月刊、季刊となり得る柔軟な姿勢で取り組んで参ります。ご了承ください。 広報担当 小原 
お知らせ 5 月 23 日（火）開会 午前 9 時  OB 連絡会グランドゴルフ大会開催！！ 
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